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研究成果の概要（和文）：センター試験リスニング問題の音声と非母語話者による再現音声を用い、非母語話者
英語の明瞭性を調べた。その結果、20％減速した場合も、30分間吹き込み者の話す英語に触れた場合も、明瞭性
に影響しないことが分かった。調査に用いた音声は、オンライン教材『堂々と英語を話すための「本当の英語」
リスニング　Listening Practice in Real English』として、https://real-english.health.gunma-u.ac.jp/で
公開した。

研究成果の概要（英文）：The investigation of the intelligibility of non-native speaker English using
 the original recordings from the National Center Test listening questions and the reproduced 
recordings by non-native speakers showed that neither a 20%-reduced speech rate nor a 30-minute 
exposure to speakers’ English leads to greater intelligibility of non-native speaker English. The 
recordings used for the research are available online at https://real-english.health.gunma-u.ac.jp/ 
as a resource for English language learning with the title “Listening Practice in Real English.”

研究分野： 応用言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本人英語学習者に多様な英語を聞かせるにあたっては、学習者の耳をどうやって段階的に慣らすか、またい
かに学習者が非母語話者や英語なまりに対して偏見を持たないようにするかという2つ課題がある。そこで本研
究では、英語の聞き取りやすさ(明瞭性)と学習者の英語なまりに対する態度について研究を進めながら、教材開
発を目指した。研究成果は、誰もが利用できる聞き取り教材としてホームページで公開した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 日本人学習者が聞く英語は極めて限定的で、必ずしも社会の実態を反映していない。高等学校
英語教科書指導用 CD 吹き込み者の 9 割は北アメリカ出身者で（Kawashima, 2000 & 2009）、
生徒はほとんどアメリカ人やカナダ人声優が話す聞き取りやすい英語のみを耳にしている。英
語で意思疎通を図る機会は増えているが、そもそも相手が言うことを理解しなければ会話は成
立しない。また、なまりのある英語が分かりづらいからと言って、目の前の相手を避けることは
できない。日本貿易振興機構の最近の調査によると、最も多くの日本企業が海外拠点を置く国は
中国で、以下アジアを中心とする非英語圏の国が続いている。いわゆる英語圏で上位 10 位に入
っているのはアメリカだけである。こうした状況で、様々な英語が飛び交う中でも臆せずに意思
疎通をはかることができる、たくましい日本人を育てることが求められている。しかしながら、
社会的な必要性が高まっているにもかかわらず、日本では非母語話者の話す英語の聞き取りに
ついての研究はあまり行われていない（Kawashima, 2017）。そこで本研究では、大学入試セン
ター試験リスニングで出題された正答率の高い対話形式の問題を、非母語話者により再現し、話
者や話す速さ、話し手の話す英語に対する慣れが明瞭性に及ぼす影響を調べることを計画した。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、先行研究や高校生や大学生を対象に実施する調査結果をもとに、標準的な日本人英
語学習者に適した聞き取り教材の開発を目指した。多言語を日常的に耳にする英語学習者は、自
然と様々な英語なまりに対する包容力が養われると考えられるが、日本に暮らす学習者にはそ
のような包容力を養う機会はない。このため本研究では、平均的な日本人英語学習者の耳を多様
な英語なまりに段階的に慣らし、学習者が非母語話者の話す英語に偏見を持たないよう配慮し
た聞き取り教材を開発し、多くの学習者が利用できるようにすることを目的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
 まず、大学入試センター試験のリスニング問題の中から、正答率が高い 50 の対話問題を選び、
テスト用音声を非母語話者による録音で再現した。吹き込み者は、英語なまりと出身国、性別の
バランスを考慮し決定した。録音は、センター試験で流された音声を聞き練習後に行った。会話
の他に自己紹介と出身国における英語の役割、英語の教育事情についてのスピーチも録音した。
収録した音声は、音声編集ソフト Audacity を用いて編集し、センター試験で用いられたオリジ
ナル音声、非母語話者による再現音声、発話を 20％減速した再現音声の 3 種類のリスニングテ
スト用音声を準備した。 
 次に、完成した音声を用いたリスニングテストを、6 つの学校の高校生と大学生に実施した。
この調査では、(1)オリジナル音声と非母語話者による再現音声を用いて、話者の違いが明瞭性
に与える影響、(2)元の速さの再現音声と発話を 20％減速した再現音声を用いて、話す速度が明
瞭性に及ぼす影響、そして(3)2 回のリスニングテストの間に吹き込み者の話す英語を 30分間聞
く機会を設けることで、吹き込み者の英語に対する慣れが明瞭性に与える影響の 3 つを調べた。 
 その後調査に用いた音声教材を利用し、オンライン教材を制作した。利用者が、途中で吹き込
み者による自己紹介などを聞きながら、やさしい問題から順にリスニング問題に答える構成と
した。ホームページ完成後はオンライン教材のチラシを作り、高校生・大学生に配布し、教材の
利用を呼びかけた。 
 
 
 
４．研究成果 
 2018 年度は、まず 2010 年から 2018 年に大学入試センター試験で出題されたリスニング問題
225 問（25 問×9回分）の中から、50問を選定した。4つの大問から難易度が低いとされる第 1
問と第 2 問を選び、大手予備校 Z 会が公表した正答率が 85％以上の問題を選んだ。次に、応募
のあった大学（院）生、日本語学校生 15カ国 29 人の中から、英語なまりと性別、出身国のバラ
ンスを考慮し、吹き込み者 10 人を選定した。英語なまりの評定は、非英語母語話者との会話経
験豊富な 2人の日本人英語教師が、なまりの強さと英語の明瞭性の観点から行った。その結果吹
き込み者は、モンゴル、中国、フィリピン、タイ、マレーシア、インドネシア、ネパール、イン
ド、シリア、ポーランド出身の男女 5人ずつになった。吹き込み者は、大学入試センター試験で
用いられたオリジナル音声を聞きながら練習を行い、その後男女一組で 10 問分の会話を録音し
た。吹き込み者には、会話の他に自己紹介と出身国における英語教育の状況についても話しても
らった。2018 年度は教材づくりと並行して、5件の学会発表を行い、2本の論文が学会紀要に掲
載された。 
 2019 年度は、収録した音声とオリジナル音声を Audacity を用いて編集し、3種類のリスニン
グテスト用音声を作成した。つまり、センターテスト本試験で使われた北米出身の英語母語話者
の音声を、速度や解答のためのポーズの長さを変更せずにつなぎ合わせたオリジナル音声、会話



時間とポーズの長さを可能な限りオリジナル音声に近づけた非英語母語話者による再現音声、
発話を 20パーセント遅くした再現音声の 3種類である。加えて、吹き込み者の話す英語に慣れ
るための教材を準備した。教材は、吹き込み者の出身国の場所を地図で確認し、彼らの話す英語
の特徴に関する解説を読んだ後で、吹き込み者による自己紹介と出身国の英語教育事情に関す
る説明を 3回繰り返して聞く構成とした。この教材は、利用者が 10人の話す英語を合せて 30 分
間聞けるように作成した。その後 6つの学校の高校生と大学生に、リスニングテストとアンケー
ト調査を実施した。2019 年度はこれらの実験準備や調査と並行し、1本の学会発表を行い、3本
の論文が学会紀要と国際学術誌に掲載された。 
 2020 年度は、リスニングテストとアンケート結果の分析、大学生を対象に追加のデータ集め
と分析、それらの結果をもとにオンライン教材の制作、広報活動を行った。リスニングテスト結
果の分析によると、大学生のデータから母語話者よりも非母語話者の英語の明瞭性が低いこと
が示された。しかし高校生のデータでは、2グループ間で 2つの条件で明瞭性の開きに異なる傾
向が見られた。次に、高校生、大学生とも非母語話者の話す英語を 20％遅くしても、元の速さ
で聞いた場合と比べ明瞭性に変化は見られなかった。さらに、2 回のリスニングテストの間に、
10 人の吹き込み者の話す英語を 30 分間聞いたことによる明瞭性への影響は確認できなかった。
吹き込み者のペアごとの分析によると、インド人とインドネシア人、ネパール人とシリア人の 2
つのペアの明瞭性が、他の 3ペアよりも低い傾向があることが分かった。アンケート結果の分析
からは、非母語話者の話す英語を肯定的にとらえる生徒・学生が多い中で、一部に不寛容な態度
を示す生徒・学生がいることも明らかになった。この調査結果から、英語なまりに対する肯定的
な態度を育てる指導の重要性が、改めて確認された。 
 本研究で準備したリスニング用音声は、大問ごとに易しいものから難しいものに並べ、10 人
の録音者の自己紹介と各国での英語学習と英語の利用状況についての紹介と併せて、ホームペ
ージで公開した。オンライン教材『堂々と英語を話すための「本当の英語」リスニング Listening 
Practice in Real English』(https://real-english.health.gunma-u.ac.jp/)公開後、高校を中
心に全国 86校の学校にチラシを送付し、公開から半年後の 2021 年 5月上旬時点で、世界 22か
国から延べ 3,200 人余りの利用者があった。2020 年度はこれらの活動と併せて、4本の学会発表
を行い、1本の論文が学会紀要に掲載された。 
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